
一
、
は
じ
め
に

本
稿
で
は
甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
と
甲
南
大
学
心
理
臨
床
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
共
催
で
実
施
さ
れ
た
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
の

活
動
報
告
を
行
う
。
今
年
度
は
、｢

親
子
相
談｣

｢

う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ｣

｢

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
＆
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り｣

が

開
催
さ
れ
た
。

二
、
親
子
相
談

親
子
相
談
は
、
第
一
・
三
火
曜
日
の
午
前
中
に
、
就
学
前
の
子
ど
も
を

も
つ
保
護
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
発
達
や
子
ど
も
へ
の
関
わ

り
か
た
等
、
育
児
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
窓
口
と
し
て
設
け
て
い
る
。
本
年
度
は
一
組
の
親
子
が
利
用
し

た
。

三
、
う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ

う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ
は
、
第
二
・
四
火
曜
日
の
午
前
中

(

十
一
時
か
ら
十

二
時
半)

、
年
間
二
四
回
開
催
し
た
。
対
象
は
地
域
に
住
む
就
学
前
児
と

保
護
者
で
あ
る
。
本
年
の
利
用
者
は
、
新
規
四
二
組
、
の
べ
一
六
五
組
三

九
九
名
の
親
子
が
利
用
し
た
。
う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場

や
保
護
者
の
交
流
お
よ
び
相
談
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
学
の

一
室
を
使
用
し
、
親
子
が
同
室
で
過
ご
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
本
学
心
理
臨

床
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
相
談
員

(

筆
者)

と
本
大
学
大
学
院
修
了
生

(

臨
床
心
理
士)

、
本
大
学
大
学
院
生
一
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
前
半
は
親

子
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
手
遊
び
な
ど
、
親
子
の
関
わ
り
を
促
進
す
る
よ
う
な

設
定
遊
び
で
あ
る
。
ま
た
、
季
節
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
取
り
入
れ

て
い
る
。
後
半
は
、
自
由
遊
び
で
あ
る
。
子
ど
も
の
自
発
的
な
遊
び
を
尊

重
し
つ
つ
、
親
の
育
児
相
談
や
親
同
士
の
交
流
を
促
進
す
る
よ
う
な
場
を

設
け
て
い
る
。
参
加
者
の
な
か
に
は
、
子
ど
も
の
幼
稚
園
や
保
育
園
入
園

を
控
え
、
集
団
生
活
の
練
習
を
目
的
と
し
て
い
る
者
も
い
る
。
参
加
者
か

ら
は
、｢

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
と
触
れ
合
う
機
会
が
で
き
て
よ
か
っ
た｣

｢
季
節
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
家
で
で
き
な
い
内
容
が
多
く
て
よ
い｣

な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
は
、
子
育
て
中
の
親
が
、
非
日
常
的

な
体
験
を
通
し
て
、
自
身
を
振
り
返
っ
た
り
、
子
育
て
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
保
護
者
自
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
０

歳
か
ら
学
齢
期
ま
で
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
を
対
象
に
、
一
ク
ー
ル
全

五
回
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
年
間
二
ク
ー
ル
行
っ
た
。
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど

ん
ぐ
り
は
、
子
育
て
経
験
者
や
本
大
学
大
学
院
生
が
子
ど
も
の
託
児
を
担

当
し
た
。

四
―
一
、
二
〇
一
六
年
度
前
期

(

第
二
七
期)

第
二
七
期
は
、
新
規
参
加
者
四
名
、
継
続
参
加
者
三
名
、
計
七
名
の
保

護
者
と
子
ど
も
二
名
が
参
加
し
た
。

第
一
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク
Ⅰ｣

筆
者
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

参
加
者
が
自
己
紹
介
も
兼
ね
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
お
よ
び
フ
リ
ー
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。
主
に
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
や
情

報
交
換
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

第
二
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク
Ⅱ｣

筆
者
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
、
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、｢

み
な
さ
ん

の
子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
て
心
が
楽
に
な
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
が
で
き
た｣

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
三
回：

｢

ア
ー
ト
体
験｣

本
大
学
心
理
臨
床
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー

ム
の
内
藤
あ
か
ね
相
談
員
を
講
師
に
迎
え
、
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
を
用
い

て
描
画
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、｢

自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
色
で
あ

ら
わ
し
な
が
ら
、
客
観
的
に
心
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
す
っ
き

り
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た｣

｢

き
れ
い
な
色
を
見
て
い
る
だ
け
で
幸

せ
な
気
持
ち
に
な
っ
た｣

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
四
回：

｢

茶
道
体
験｣

本
大
学
学
生
相
談
室
の
友
久
茂
子
相
談
員

を
講
師
に
迎
え
、
茶
道
の
知
識
や
作
法
の
意
味
な
ど
を
ご
教
示
い
た
だ

き
、
参
加
者
が
お
茶
を
た
て
る
体
験
を
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、｢

日

常
と
は
違
う
異
空
間
に
と
て
も
気
持
ち
が
洗
わ
れ
、
育
児
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た｣

｢

日
頃
な
い
静
の
時
間
を
大
切
に
過
ご
せ
た｣

と
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

第
五
回：

｢

子
育
て
の
お
話｣

本
大
学
名
誉
教
授
の
松
尾
恒
子
先
生

を
講
師
に
迎
え
、｢

甘
え
と
自
立｣

を
め
ぐ
っ
て
、
参
加
者
が
話
し
合
っ

た
。全

体
を
通
し
て
、
参
加
者
が
こ
れ
ま
で
の
育
児
を
振
り
返
り
、
子
ど

も
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
確
認
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

参
加
を
き
っ
か
け
に
夫
婦
で
子
育
て
に
つ
い
て
話
を
し
た
参
加
者
も
い
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四
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
＆
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど

ん
ぐ
り



た
。
一
方
、
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り
に
参
加
し
た
子
ど
も
は
、
回

数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
子
ど
も
同
士
の
交
流
も

増
え
、
遊
び
も
活
発
に
な
っ
た
。

四
―
二
、
二
〇
一
六
年
度
後
期

(

第
二
八
期)

第
二
八
期
は
、
新
規
参
加
者
一
名
、
継
続
参
加
者
三
名
、
計
六
名
の
保

護
者
と
三
名
の
子
ど
も
が
参
加
し
た
。

第
一
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク
Ⅰ｣
筆
者
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

参
加
者
が
自
身
の
価
値
観
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
な
っ
た
。

第
二
回：

｢

ア
ー
ト
体
験｣

本
大
学
心
理
臨
床
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー

ム
内
藤
あ
か
ね
相
談
員
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
参
加
者
は

｢

過
去
・
現

在
・
未
来｣

を
テ
ー
マ
に
描
画
を
し
た
。

第
三
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク
Ⅱ｣

筆
者
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

参
加
者
は
母
親
や
妻
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
個
人
と
し
て
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
に
焦
点
を
当
て
て
振
り
返
る
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

第
四
回：

｢

茶
道
体
験｣

本
大
学
学
生
相
談
室
の
友
久
茂
子
相
談
員

を
講
師
に
迎
え
、
五
感
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
茶
道
体
験
を
行
っ
た
。

第
五
回：
｢

子
育
て
の
お
話｣

本
大
学
名
誉
教
授
の
松
尾
恒
子
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

全
体
を
通
し
て
、
参
加
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
自
分
の
こ
と
を
話
し
た

り
、
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
す
る
作
業
を
通
し
て
、
自
身
の
気
持
ち

や
考
え
を
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
表
現
し
た
。
ま
た
、
親
子
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
期
間
だ
っ
た
と
感
想
を
述
べ
た
参
加
者
も
い
た
。
一
方
、
プ

レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
回
数
を
重
ね
る
ご

と
に
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
性
が
構
築
さ
れ
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
し
、

遊
ぶ
時
間
が
増
え
て
い
っ
た
。

五
、
お
わ
り
に

現
在
は
、
近
隣
の
小
児
科
や
児
童
館
な
ど
に
案
内
を
配
布
し
、
参
加
利

用
者
を
募
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
実
施
内
容

の
検
討
お
よ
び
検
証
を
改
め
て
行
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
子
育
て
支
援
活

動
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

(

岩
本

沙
耶
佳)
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